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1 5 万人もの人々はりまだ苦レい生碍を削
､られています｡ モれにもかがわらず政和 打鹿発の活

用｣を鱒げ､ 朋 再 柵 と 舶 に■頓になり､ まるで禰■の事故な ぬ かっ たかのように筆名舞っ
ていますムつ～

､ には｢ 新規制暮準｣施行のもとヽ複数の原発で市 棚 を容鱒ざせようとしています｡
原発ゼ ロ盈望む属民の声比圧倒的多数であり､ もはや原発を残す理由さ何P と つあ
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りません｡
私た引 ほ う 坤 政府の i 樺働垂井に真 っ 向かち唇射し､ 遵勤の積癒如 して ､ 6 月2 離 別 には
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原発のない未来のために､｢ 讐♯蘭反原発連合｣ ､ ｢さようなら原発1 0 0 0 万人アクショ ン｣ ､｢ 原発をなくす全℡

連絡会｣ が統 一 ロ ゴのもと､ 共同でアクシ ョ ンを決行する日を｢ ノ ー ニ ュ
ー

クスデイ｣と名付けました｡ 6 月の

ノ ー ニ ュ ー ク スデイは､ 3 グル ー プの合肝で約8 5 Q O O 人もの方が参加､ 3 グル ー プの共催だからこそで着る

大鏡積な▲会 ･ デモとなりました｡ 6 月 にひきつづ舌､ 全国の原発ゼロの■をひとつにし､ さらなる圧力をかけ
王〕

てゆきます｡
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20 1 1 年6 月に スタ ー トした｢ さようなら原発1 0 0 0 万 人ア

クシ ョ ンJ【量 ､ 9 人の 呼びかけ 人( 内♯寛人､ 大江健三 郎 ､ 落

合恵子 ､ 磯田鸞 ､ 坂本龍 一

､ 薄地久枝 ､ 瀬 戸内寂 払 辻井蕎､

鶴見俊輔) による｢｢さようなら原発 一

千万著名』市民の 会｣
が呼びかける ､ 脱原発アクシ ョ ンの 総称で す｡ さ変ざまな

立場からの 参加者で 構成する実行委Å会で の 話し合い を

積み壬ねながら ､｢ 脱原発を実現 し ､ 自然エ ネルギ ー

中心の

社会を求める全国著名｣ (さようなら原発1 0 0 0 万人書 名)

や ､ 1 7 万人を▲ めた｢ さようなら原発1 0 万人1 会｣(代 々*

公園 ･2 0 12 年 7 月1 6 日) な どの t 会を開催し てきました｡

艶原発を 訳 す全回連絡会
原発をなくす全回連櫓会

htt p :// Ⅵ W . n O
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原発 ゼ ロ をめ ぎし て ､ 全 労連 や民 医連 ､ 全 商連 ､ 新 婦

人 ､ よ民連 ､ 自由法t 団 なとを中心 こ ､
2 01 1 年1 2 月1 3 日

に 3 7 の 中央 組1 で 原発應 なく す全 国連絡 会 を立 ち上

げま し た｡ 原 発ゼ ロ を め ぎし て ､

一

点 で の 広 臆 な国民

共同 の 運動 をす すめ て い ま す｡ ま た ､ 禰島 原発事 故機

書 へ の 全面賠 償 と原状 回復 ･ 放 射能 の 除 染を求 め ､ 償

オ を守 る 運動 に連 帯した取 り組み をすすめ て い ま す｡

具体的 に は､ 3 固の 全 国 い っ せ い 行 動 ､ 2 回 の 全国 交流

集 金 ､ 連 続学習 会 ､ 政府 へ の 賽 師手動 な どに とり くん

で い ます｡
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首都圏長原発達合
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首都 鷹 反原発 連合( M e tr o p 0 1jt a n C o aIjti o n A g a i n st

N u k e s トは ､ 首都 薗でデモ などを主 催してい るグル
ー

プ

や 個 人 がカ を合 わせ ようと､ 2 0 1 1 年9 月に 立ち上 が っ た

ネッ トワ
ー

ク( 連 絡網)です ｡ 2 0 1 2 年3 月からは ､ 大 飯原発

再稼 働反 対を訪 える首 相官邸前 抗鵬をよぴか け､ 6 月 ､
7

月に は2 0 万人に ふ くれあが りました｡ 現 在も毎週金 曜日

の 行動 に 多くの 人が 参加 して い ます｡

今後 も国内外 の 様 々 なグル
ー

プや個

人と連 帯 し ､ 脱原発 を目指 した

話勤を実 施します｡
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